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　要　旨

　内陸立地点にっいて，季節，昼夜別の風エネルギー供給時間を評価するためゐ，予測モデルおよび予測値

算出法を示し，適用例による計算経過および予測値を付した．予測手法は前報による．確定した予測モデル

に使用した説明変数は，標高，土地利用メッシュの変換による6変数，地形分類メッシュの変換による類似

性行列から抽出した7変数である．海岸においては，予測のための係灘行列を固定することができた．しか

し内陸では，前報で述べたように，予測地点ごとに係数行列を算出しなければならな）・．このために，予測

値算出に要する時間を多く必要とする．また，予測モデル選択の考え方は海岸と同様であるが1模農茅測に

よる予測的中率は，海岸よりも若干低いものとなった．

　1．はじめに

　内陸立地点の予測方法に関し，その手法的側面は前報

で示した．内陸セは，類似性行列だけによる予測，標高

メッシュなどからのデータ行列だげによる予測のいず

れも予測的中率は低いものであったため，両者を併用す

る必要があうた．またのちにふれるように，複数の類似

性行列の使用が妥当と考えたためもあり，予測モデルに

関して選択すべき事項は海岸よりも多い．類似性行列の

数乏その作成法，各内積行列のランクなども，データ行

列における各説明変数の如何と共に，決定しなければな

らない．

　モデル選択の考え方は，海岸の場合と同様，模擬予測

における的中率を重視した・モデルの確定までに要，した．

試算回数は海岸よりもはるかに多いものであったが，海

岸と同程度の予測的中率には達し得なかった．したがっ

て，以下では確定したモデルに沿って述ぺるが，モデル
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　2．予測モデルと予測方法

　複数の類似性行列の作成法および標高データなどによ、

る説明変数の種類が，モデルの枠組を決め為ことになる・

ので，先ずこれらについて述べる．

　2・1・類似方向別の4個の類似性行列

　本研究でいう2つの地点間の類似とはジ，づ地点の16方．

向の地形とiノ地点における16方向とを，それぞれ対応づ

けて比較し，各組み合わせの類似数を加えるという操作

を基本とする．このとき，∫の特定方向と比較する∫’の方

向は16通り考えられる．第2報においては，いずれの組み

合わせで類似していても風への影響は同じと考え，すべ

ての組み合わせの類似数を加えて1つの数値に帰着させ

た．すなわち各地点相互間について，1つの類似性行列

を作出した．・しかし第3報では，全体として西風成分の

風が多く・内陸においては南北成分と風の強弱と磧若干

の関わりが認められた．このことから，たとえばす地点

のW方向に対し，づノ地点のW方向が類似すること為E

方向が類似することとは，必ずしも風にとって同じでな

いと考えられる．したがって類似性行列作出法として，

基本操作は上述のままとし，①づの特定方向と比較する

〆の方向を限定した上で，1つの類似性行列とする，㌦②
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比較するノの方向別に加算して複数の類似性行列を作

る，の2つが考えられる．しかし，②における複数の類

似性行列のうちの1つに，①をえらぶことができるか

ら，①は②にふくまれる．また，1つの類似性行列から

抽出した説明変数は一括して扱うしかないが，同じ内容

を分離して2つの行列とすれば，それぞれ異なる説明変

数群とし得る利点がある．これらのことから，以下のよ

うに4個の類似性行列を作る．

　たとえば」地点のN方向に対し，ぎ’地点のN，NNE

およびNNWの3方向の類似だけが同値と考える．し

たがって第2報の式（7）に代わりに
　　S‘ε’ニ｛吻。（4」’）＋卿、（〃）＋魏15（露ノ）｝／124×3　（1）

を，第1の類似性行列S、の非対角要素とする．対角

要素は，以下のいずれの類似性行列においても1とす

る．

　根山（1974）は，山谷風について，昼夜で風の方向が

逆になることを述べている．今，づとづ，の両地点に山

谷風があり，づ地点はN方向，ノ地点はS方向に谷が位

置するとしよう．このような場合にそなえ，づ地点の（た

とえば）N方向とぎ’地点のS方向との類似も把握する

ことが望ましい．そして，SSE，SSWの類似効果もS

のそれと同じとする．したがって式（1）に準じて

　　S一｛r圭7筋（め｝／124×3

を非対角要素とする行列をS3と書く．さらに，筋

（〃）を■＝2，…，6で加えて124×5で割ることによ

りS2，同じく7＝・10，…，14の加算をもとにS4の非

対角要素を計算する．これらの除数124は，特定の7に

おいて，∫とゴ，地点が全く同じ地形のとき筋（ガ’）が

とる値である．

　2．2．標高データなどによる説明変数

　標高，土地利用メッシュの1次変換データについて，

第4報の2．1．，2．2・で述べた．内陸立地点ではこれらの

うち，地点別メッシュ標高データ，標高段階データおよび

土地利用データを使用，それぞれ次のように変換する．

　なお以下では，直接予測モデルに使用しない変数で

も，他の変数と組み合わせて使用するものは，便宜上記

述しておく．

　X1，森林度

　　9個の基準メッシュの土地利用項目別面積合計のう

ち，森林面積をX1とする．

　濁，遮蔽度

　該当地点の標高を瑞郷とする．9個の地点別メッシ

ュ標高データの各最高琢，最低標高昂》から
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第1図

　　A＝（琢一島≧100αのメッシュ数）

　　β＝（珊＞玩＋6のメッシュ数）

を数える．ただし島く99のときσ＝1，島が3桁の

数のとき，α＝2，同4桁のときα＝3とし，濁＝（A＋

、B）／6とする．

　濁，谷筋特性

　該当地点をふくむものを中心に，5×5＝25個の標高段

階データ（第4報で述べたように4分30秒ごとに200m

きざみのデータ）を用いる．まず25個のうち最大値をさ

がし，最大値が7以下のときは，X3＝0とする．その他

については，最大値にともない25個のデータを次の要領

で0または1にそれぞれ変換する．

　最大値が8または9のとき，7以上を1，他は0，

　最大値が10または11のとき，8以上を1，他は0，

　最大値が12以上のとき，9以上を1，他は0．

　次に属＝0の地点を除き，第1図の20本の矢印に沿

って，1と0との組み合わせパタソをみる．下に示す

r両側に山のあるパタン」が，すくなくともひとつ存在

するとき，瓦＝1とする．他は属＝0である．

　「両側に山のあるパタソ」とは以下をさす．

　3データ：101

　4データ：1001，0101，1010，1101，1011

　5データ：10001，10010，01001，01010，　11001，

10011，10101，11101，10111，11011

　×4，非山地特性

　X3と同様，25個の標高段階データを用いる．25個の

すべてが7以下のとき，X4＝1とする．ただし，濁＝・0

でかつ24個のデータが7以下であるとき，残りの1個が

8でかつそれが5×5行列の周辺16個（第2図打点部分）
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　第2図
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のいずれかに位置するときに限り，X4＝1とする．その

他ではX4＝0である．

H　l　H2　H3

H8　H9　H4
H：7　H6　H5

　　第3図

　X』，傾斜特性

　該当地点をふくむものを中心に，3×3＝9個の標高

段階データを用いる．各データを第3図に示すように

π1，…　，恥として，

　　」4ε＝猛一島，づ＝1，…　，8

を求める．（ん，ノ4‘＋4），∫＝1，…，4の4組み合わせ

のうち，すくなくとも1つが（＋1，一1）または（一1，

＋1）であるとき，X5＝1，その他ではX5＝0とする．

　Xも，低地特性

　X』と同様，25個の標高段階データを用いる．中心の

1個を除く24個のうち，13個以上が0，1または2のい

ずれかであるとき，X6ユ1，他をX6・＝0とする．

　X7，谷筋の遮蔽度

　　X7＝Xレ・X3

　Xゑ，非山地・低地の遮蔽度

　z4＝・Xが（X4＋X6）を計算する．

　　ノ4く1のとき，濁＝且

　　五＞1のとき，Xゑ＝1とする．

　Xg，山地森林度

　　ノ4＝X1・（1－X4－X6）／3を計算する．

　Aく1のとき，XgニA

　・4＞1のとき，為＝1とする．

　Xlo，傾斜地の遮蔽度

　　XIo＝Xゑ・X5

　上の10変数について，各観測地点の特性値を第1表に

示す．先にもふれたように，予測モデルに使用しない変

数たとえばX1をも上に記したのは，為を使用するに

あたり，Xgを構成する変数の各特性値を示す必要があ

るとの考えによる．使用した変数についての考察はのち

に述べる．

　2．3．予測値算出過程とその適用例

　2．3．1．予測値算出過程

　予測値算出方法は前報で詳述した．以下では具体的な

モデルに沿って述べ，手法については簡略な記述にとど

める．

　4個の類似性行列’翫，たニ1，…，4，および2．2．で

1985年1月

25

述べた変数のうち，濁，X4，濁～Xloの6変数のデー

タ行列Z・を使用する．これらは予測地点の如何にかか

わらず，不変である．以下で予測過程を手順的に述べ

る．各観測地点をR，づ＝1，…，49，予測地点を端

で表す．

　①各、S々の非対角要素と同じ算出法により，為と各

丑間の類似性ベクトル8々の要素を算出する．

　②各S々と8ゐにより，前報の式（18）の’S＊を経

て，ランク5の内積行列Z〆Z々を求め，

　　Z、ノZsニZ1’Z1＋一＋Z4／Z4　　　　　（2）

の7番目までの固有値と固有ベクトルによる内積行列

Z＊ノZ＊を作出する．

　③Z＊ノZ＊の第50番目の行と列を除き，残りの行列を

Z、ノZ、とする．また，除外した行の50番目の要素を除

き，49要素のベクトルを麗1ノとする．麗1’は前報の式

（19）における2・’Zαである．

　④先述のデータ行列Z・を用い，行列

　　ZT／ZTニzα惚、＋Ze，易　　　　　　　（3）

に前報の式（5）～（9）を適用，行列Lを算出する．

目的変数の行列は

　　lr＝（ッ晒一フ・ゴゐ）　　　　　　　　（4）

である．

　⑤各ハに与える数量を，次の式（5）で求める．

　　Xノ＝EZT’ZTEL　　　　　　　　（5）
　⑥Z・に対応する，瓦の特性値のベクトルを”，

がZ。＝麗ノ2とすると

　　ガ＝（麗、’＋麗2’）E7一θ’LZT／ZTE　　　　　（6）

　　Xも，＝麗ノ．L　　　　　　　　　　　（7）

により，Xノに対応する端の数量が得られる．式（6），

（7）は前報の式（26ノ）と同じである．

　⑦回帰係数行列を式（8）で算出する．

　　B＝】区Xノ　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　⑧島における季節，昼夜別のエネルギー供給時間の

予測値は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　“ノ＝灘。ノBノ＋〃ノ　　　　　　　　　（9）

が与えられる．ここに，〃の要素はフ・ゴんである．

　2・3．2．予測値算出の適用例

　予測の適用を試みる地点は，塩尻市の東端で，北緯36

度5．5分，東経138度の位置にある．1／5万地形図により，

この地点の標高島を840mとした．

　行列Sた，盈＝1，…，4，の呈示は省略する．S繍こ対

応するベクトル品のうち，81だけを第2表に示す．

’S／1と81による行列’Sノ＊から求めた，ラソク5の内積

25



26 ~~:~~1J;~l~-~S Vt~ /J~~!:~~~L= ;~ /1~ ~i- C) / y ~/ _ '~'7' - ~ ~C J~ ;~ ~F~~~}~C)~f~~~FC 

~~l~: ~~~; ~~~~lJF~:7 i~~-.-J;7~)~*t~:,~,~)==~~A~1~;~~C~)~~:. 

J~:"j7:r:' 
NO . 

6 
7 
8 
, 

lO 
ll 
l"* 

13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

a3 
Z4 
25 
Z6 
Z7 
28 
29 
30 
31 
3Z 
3S 
54 
35 
S6 
37 
38 
39 
40 
41 

43 
45 
49 
50 
54 
75 
78 
SO 
85 
86 
87 
88 
~~ 

i4 
;･･･~r::,t:, 

J= :~):?S; 

41VV 
A71 ¥ " 

:r:t･･) 

t~t7S: 

J* :R~: 

Z~3"~" l-, 1:, 
:)1;" 
;t5:" Jl, 

F･)"~~ 

~!bl,rV 

7~~ h 
~~~"J･ :r 

lr~7 

t~･･V 

X-
,345!" 

:tS~ 
;7) 

l~5L5 
)1" ~~ 

:FyX,E;~ 

~~~t 
t~ " ･; 

44:J*' ~ 

145!" 
:r~?/ 

~:r~J= t) 

:t5t/z" ~ 

:5･+ 
E5r7 

~::, R7 

t5~･~ 

~:~5,1:~~ 

:r~~~~ 

:tve7" ~a2 

11 ~:r~ 

4~V 
It q7 

:~:c, J~~:~ 

~:,,JI :, 

:~8"-
/,Jta~ 
3/ ~" 

P:,:~V; 

t+~7 
:? ･:, 

:L,, "-

~c~:, 

Xl 
6 . 52 

4.57 
l . 05 

3 . 36 

2 . 60 

O .81 
6 . aa 

4.13 
o.(~ 
c . 06 

5.~t 
6 . a5 

l . 07 

l . 97 

C . 46 

8 . IZ 

o . 39 

:)r.69 

6 . 28 

Z.~F 
C _ 33 

3 . 37 

6 .65 
S . lO 

6 .65 
a . 92 

O . 06 

7.66 
7.80 
a . 78 

o . 7a 

O _ oo 

O . 76 

5 . 89 

6 . 63 

6 . 05 

2 . 81 

4 . 59 

7.69 
5.69 
5 . 76 

5 . oo 

4 . 15 

S . IZ 

l . 60 

3.o9 
3 . 05 

4 . 37 

6 .6Z 
5 . 951 

x2 
l.8 
0_2 
8.0 
Q.5-
a.7 
o.o 
l.3 
l.2 
o.5 
o.a 
c.5 
Q.2 
0_3 
o.z 
,o . o 

2.o 
o.o 
1 . o 

2.3 
0.7 
0.2 
o.o 
l.e 
l.o 
l.a 
0.8 
c.a 
2.5 
a.Q 
0_5 
o .S 

o.o 
0.8 
l.o 
2.5 
l.2 
0.3 
Q.o 
l.5 
l.8 
l.3 
Q.7 
C.3 
o.o* 

0_5 
0_7 
o.; 
G.5 
a.a 
o - 81 

x3 x4 X5 X6 x7 
o I o o o.c 
o o I O Q.G 
o o o o o.c 
l o o o o .5: 
o o I o o.o 
o o o o o.o 
o I o o o.o 
o o o o o.o 
l o o o 0.5 
o o o o o.o 
o a o o 0.8 
o o o G o_o 
l o o o c.3 
l o I o 0.2 
o o o o c.o 
o o o o o.o 
l o o o o.o 
l o :: o l.o 
l o c o 2.3 
l o o o 0.7 
l o o o Q.a 
l c o o o.c 
l o o o 1.8 
o o o c o.o 
l o I o l.a 
l o o o 0.8 
l o o c c.z 
o I o o c.o 
o o o o o.o 
l o o o 0.5 
o o I o o.o 
l o o o o.o 
l o o o 0.8 
o I o o c.o 
o o I o o.o 
c I o G o_o 
o o I o c_o 
Q o o o Q-o 
o o o o o.o 
o I I o o.o 
o I I c c_o 
o I o I o.o 
O I O G 0.0 
o I o l c.o 
Q I o I c.o 
o l o I Q.o 
o o o o o.o 
o I o c o!o 
l o o o 2.2 0.4 Q_3 Q.2 o.1 o.z7 

X8 
l.c 
o.o 
o.o 
o.o 
o.o 
o.o 
l.c 
o.o 
o.o 
c.o 
o.o 
O.o 
o.o 
o.o 
o.O 
8.o 
o.o 
o.o 
c.o 
o.Q 
a.o 
o.o 
o.Q 
c.o 
o.o 
c.o 
o.o 
l.o 
c.o 
o.o 
o.o 
o.Q 
o.o 
l.o 
o.o 
l.o 
o.o 
o.o 
o.o 
l.o 
l.c 
l.o 
0.3 
0.3 
l.o 
l.o 
o.o 
0.3 
o.o 
c _ 2a 

-1 - 7 

-1 . 7 

-0.5: 
-1 _ O 

l.O 
O.O 
l.O 
O . 4Z 

X9 
0.0 
l. O 

O.3 
l_Q 
C.9 
0.3 
C.O 
l_O 
0_2 
0.0 
l.O 
l.O 
0_4 
C.7 
0.2 
l.O 
0.l 
l.O 
l.O 
l.O 
0.l 
l.O 
l.O 
l.O 
i.O 
l.O 
O.O 
O_C 
l_O 
0.9 
O.a 
O_C 
0_3 
C_O 
l.C 
0_O 
0.9 
l_O 
l.O 
0.0 
C.O 

0.0 

XIGF 

o･Q 

o･a 
o･o 

Q･o 

0･7 
o･o 

o･c 

o･o: 

o.o 
o･o 

o･o 

o･D 

o･o 

o･a 

G･o: 

o･o 
o ･ o: 

l･o! 

c･o 

c･o: 

c_~ 
o･o; 

Q･O 

o･c 

l･2 

a･Q 

o･o 

o･o 

o･o 

Q･o 

0.5 
o･o 

o･c 

c･c 

a ･5 

o･o 

c･S 

o_o 
o･c 

l･8 

l･S 

Q･o 

0･O 
o ･'o 

o-o 
o.o 
o･o 

o_o 
Q-o 
8 ･ 20 

~i~ 2 ~: j~~{:L ~i ~~ ~1~~llt~~;h,r~?,~i,~~~l~CD~if~~;yl~li~~ ~7 h /~. 

""" !n,sP y,:, ･ ,,1!J"'1 ~"er~d, (sl) "'c,e 

6 7 8 ･ 10 Il 18 13 14 15 16 17 18 19 20 21 88 23 a4 a5 26 ~7 2e 29 30 0.0e 0.0, 0.03 0.la 0.07 0.12 O.O8 0.09 O.O7 0.11 0.0a 0.05 0.13 O.OO 0.lO 0.08 0.09 0.0e 0.0~ O:07 O.Oe 0.0; 0.06 0.14,0.0e 

. 31 3a 33 34 35 36 37 30 3･ ,eO ~l 48 4, 45 f,, 50 54 7r;, 78 80 83 86 87 88 rF 0.05 0.08 O.o8 0.05 0.lo o.15 0.lO O.Q4 0.0G O.o4 e.o･ 0.07 0.09 0.0~ O.04 0,la o.04 0.09 O.O7 o.O.r o.oa o.14 0.08 O.d9 i.GQ 

~E) ~:{~･e~~~f~1Y~Ui~~:~lr･~:-~J-, FF e~:~~~~llil~l,r~. (~~~~) ~~~~~T~. 

26 ¥¥~~:~~// 32. 1. 



~~~~U;1~ ~~~S ~ ~) /J･~i:l~~~L= ;~ )V ~i _ q) / 

TT=~a~~t~:h~~~ (~) ;~;i~q) ZlfZi CD-~1~~~~i, ~~ 3~~ 

~'~~-~:I~. ZIIZI ~~~50 x 50q)f~70~, 50~ ~ ~)TT~~J~~~~~ 

h~; ~~~~~~~1~~~il~,~~*~q)p~:~~~f~:~~~~l~;~ ~ i7 h lv 

(~~ 3~cD FF ~r'~~~J~~~~O) ~~~. 

~ 4~~~~J;~~~~ 5~~~c, ~~~lJ EZ'TZTE 6O-~1~~~･~ 

J~~~~P h/~ u' ~i~--~'-Bl~. EZ~/ZTE ~~~, f~~~ L ~J~ 

~~~ P ~ ~･;c~~C~: X' ~~:16D~~~~t~:;~~T~~U u = 

~~ 3~: S ~ S ~~~~< ~ y ~ 5 OF~l~~~(',~'1r~IJO-
~1~ ~~. 

50 54 75 78 8Q 8] e6 ~7 8a FF 
~ Q･lQ o.Q8 Q･Oa o.]6 Q･13 Q.alt o.Q4 Q,1~ o.19 O.Q8 
7 0.la o.o9 0.15 o.G5 O･a5 o,C8 0.la a,a5 o.06 0,ll 
a O.Q5 0,ll Q,15 0.16 O･･11 o.15 O,a7 d.l] 0,lo 0,0G 
9 0･38 Q.'al Q,14 0.01 Q.05･O,as 0.19 O･Q4 Q,aa a.la 

lo O.Qlt 0･la Q.Q8 0.08 o,oo O,aJr o.Q8 o,0~ o,ll 0.ll 
ll O,a9 O,aa Q.2Q 0.0a O.Q6 0･07 0.26 O,G6 O,aa 0･17 
la Q.03 o,1/1 0.19 0.ll Q･09 o,13 0.13 o,lO O,a7 o,la 
la 0.lJr 0.06 Q,15 o.ll a.Q7 0.ll O.Qa Q.ll Q･G9 O.Q5 
14 Q,la O.a5 0.ll a.Q9 0.01 Q･oa o.a, O,Q9 O･O5 0.06 
IS 0.20 O.a7 O.O9 a.OI O.aG O.GO 0.18 0,0a o.Q9 0,17 
IG a･05 a,06 0,lS o,09 O.Q6 a.la 0,07 0,08 O,aa o.O4 
17 0.13 a.Qa O.QG o.la 0･la O.Q3 a.13 0･la Q.07 O.Q9 
ae Q.08 o.Ifb o.Q5 o,09 o.lQ Q,ao o.Q7 a,05 0.2a o,17 
19 o.04 o.Q7 Q.21 o.ll 0･OG Q.11 Q.o9 Q,ll-a.Q! o.G~a 
20 Q,oa 0.la 0,2Q 0･ll o.Q9･0.14 Q,llt O･lQ Q,aQ O.a9 
al O.~S-O.Q3 O,o:,r 0,0S O.Qa Q,afe Q.Qa Q.Q5 0.2S O.Q5 
22 -0.0a a.15 0.ll, 0,1? 0･Ife 0,ll 0･lO 0,l~ Q,la Q･la 
a] o.Q9 0.13 0,31 O,aQ Q･la O.a.~ a･la 0.la O.Q5 O.QS 
24 0.34-a･Qa Q･Qa a.Q? 0･04 a.Q2 0.04 O.Q6 0,18 O･b4 
a5 0,15 Q.lQ Q,18 O･Q9 O･Q9･O,a9 O.a8 a,a9 Q.06 a,Ift 
2~ 0･oG Q.o7 O.Q8 0,ll O･G9 0.06 Q.QL Q.09 0.09 O.Q7 
27 o,15 G,a8 0･Ife Q,19 0･1:5 o,ll 0･14 Q,18 0･oa a.08 
2a o,ll o.lB o･Qfe Q.11 a･It, Q,06 O･a2 Q.13 a.28 0,la 
a9 o.lo Q.12-Q.QI Qtl3 0.15-0.QQ 0･os O.Qa o,a9 o,15 
5Q Q.]6-Q.al o.Q6 0.lO 0･05 o.oe 0･03 Q.Q9 o,ao o.Q~ 
31 O.]G-0.0z Q.Q9 0,04 0.05 0.03 O,a5 O,Q6 O.Q8 O,Q9 
5a 0,19 0･lO Q.a2 a,]'5 Q.lQ 0,1? 0.Itt 0,14 0.09 Q.Q9 
l] 0.2a o.QI 0.0a Q,14 0.13 0.01 O.aa 0,14 o,14 O,aa 
34 0.3a Q.OI O･Q8 0,ll d,a4 0･ll-O,a~ O.Q8 O.a9 Q.05 
15 0,12 Q･oa Q.Q5 o.Q9 0.ll 0.01 0.13 O.aa o,ll o,14 
38 O.lO o.lQ Q･a7 a.oa o.a6*o.QQ 0,ll, O･QI o.la 0.17 
57 O.QI Q･llt Q.oQ Q.la Q･ll-a.QI 0.06 0.0a 0.21 0,17 
!a 0.1] 0.0a 0･09 o,lQ Q.O6 O.Q9 0.01 0･OI 0.19 Q.07 
a9 Q.31 o.QO 0･04 a.a8 Q,.09 O･Qa o.:4 O.Q9 o.la o,lO 
4Q 0.2Q o.QI o,aa Q.05-Q,ol a.Q8-0.'aa O･Qa o.1! 0.01 
41 0.32 o.03 o,a5 Q,aQ 0･,a3-Q･Oa 0.13 O･QI a.17 o,15 
4a 0･26-Q･ol Q･05 O,QG O.ol Q.QQ 0.14 0.08 O.a5 0,07 
~] 0･15 Q.Q;5 0,05 o.Q9 Q.G9 Q,o] a,ll O.Qg Q･Q9 O･Q9 
AS Q,53-0,c4 Q.a7 O.Qa Q.QQ Q.QI O.Q7 Q,Qa 0.26 O.Q9 
ItO Q･B~ Q.QQ o.lQ Q･Q9 o,al G,la-O,a4 O･Q6 a.a4 Q.Qo 
5Q Q･ta9-Q.Qs Q.Q7 G,o/, O.a~ Q,Qa Q.13 O.Q6 0.15 a･Q7 
Sf, -Q.a5 Q.lG Q.15 0･16 Q.15 Q.I] 0.09 0,1,3 0･la a.11 
75 Q･07 Q.Is 0.37 Q.19 o,,12 O.aa 0.18 0.1,-O.oa Q.07 
7a Q･o!1 o,16 o.19 G.25 Q,17 o.17 Q,ll 0.20 0.13 O･10 
aO G･o!, Q.13 Q,la o.11 o'.15 a.lQ a.ll o,15 Q.la a,ll 
83 a.a2 o,13 O･aa Q･17 o.lQ Q.a4 Q･lQ 0,le O.al Q.a3 
86 a.13 O･ag G.18 o.ll Q.ll Q,lo G.20 0･12 0,01 Q,la 
87 O･Q6 Q.13 0,19 a,2O O,lJr 0,16 Q･la 0,18 O.Q9 O･O8 
88 Q･lS 0･lQ-O･Qa 0,13 0.la o.QI O.OI a.Q9 Q,a9 0,12 
rr o･al o･ll 0.07 0･lQ o,ll o,03 0･la 0.08 0,la Q,14 

~E) f'tr~4~~~J~ C~~lJ~)~:~~'~~it~,~~~:1l~~$ ~~~)~). FF ~~::~ 

~:IJiL~ ,t7. ~~ ~: ~ . 

v ~7'-~~CJ:;~~z~~~~cD~f~:~ 27 

~~, ~~~~2,~q)~~~~ x* ~~~:~Ell~;~~ ~)6D-i7 h/~~ 

~~~~VcJ~~ X' ~~J~~~ x*' ~)~~3~~~q)~~~~t ~~ 

6~~~~;~cl~ 6O~~~)~~T~~~> x ~~~~;~. X' ~;J: 

~i~4~ 

6 
7 
8 
9 

10 
ll 
la 
13 
14 
15 
IG 
17 
18 
19 
aQ 
21 
2a 
a~ 
a4 
2:,r 

26 
2~/ 

a8 
29 
30 
31 
3a 
35 
34 
35 
3~ 
57 
38 
39 
4Q 
Al 
Ita 

A5 
I,5 

It9 

5O 
54 
75' 

78 
8O 
83 
86 
87 
,88 

~~~~~~~:~-*_ J: ~ ~:~:IJf'~,~. f*~~~*･¥i~ F~1~~:f'~r~' ~IJ 

EZTIZTE 6D-~1~~. 

S O 54 7 Jr 78 8 O 8 3 86 87 G 8 
1･60 2･13 0･28 1･17 l･t,8 1･62-0.95 0.39 O･45 
-1･Oa-1･3a 0･04-0･86-a.5~-0･88 Q･94-O･oo-o.94 
-1･12 O･33 0.50 O.~Q 0･3] Q･26 0･69 c.53-1･64 
-O･6fb-1･89-0･53-1･fl8-1･Q7-1･31 O･re2-O･56 0.59 
-b･a5-1･3Q-Q･3a-1,a4-Q.75-1･Oct Q.S7-0.a4-Q.a5 
-0.7tt 0･OI O･!t9 0･65 Q.O3 0.23 0.65 0.5a-1･7a 
Q･97 2･tt6 l.QI 1･73 1.8S a･2a-O.A9 0･89-0･53 

-o.Jra_1･6Q-Q･57-1･69-Q･97-1･21 O･28-O.51 Q･55 
･･0.84 0.19 0.16 O.ttO-Q.07 O･09 0･2O 0,la-O･14 
-0.6i 0･63 Q.33 1.Q7 O.a4 Q･41 0･2S a･33-1･37 
-1 ･ 17-1 ･ 2A-o . 06-1 ･ ol-O ･ 55-0 . 91 O ･91-0 . Q8-0 .64 

-1･25-1.26 0.06-0.9O-0.5a-1'.OI 1,17 O.Q4-1･ll 
-1･O5-0.16 Q.G6 0.09-0.16-0･a9 Q･30 0･l~-Q･36 
-1･12-0.6Q O.c,/~-O.aa-O･a3-O.a5 0.84 '0.28-1.O7 
-1･3a Q.69 Q･93 1.15 o.A6 0･69 o.84･ O.71-2･o5 
Q ･58-2 ･ Ife-1 ･It5-a･AQ-1･55-1 ･65-a ･45-1 .39 1･80 

-1･a:)s: 0,9Q Q.7!t 1･~3 0･62 0.58 0.71 O.G9-1･77 
-o.o9-1･74-Q.A8-1.6a-1･1O-1･17 0,18-0.64 1 .75 
-o ,aQ-a.5ft-a.lO-a･99-a･05-a.17-0.9a-a･Q3 6･58 
-1･Q8-1･GG-O.AQ+1･tl8-Q･94-1･23 O･t,5-0･39 l･aa 
-0･96 0.50 O,a9 Q･85 O･20 Q.lO Q.40 0.54-1.15 
-1.26-1･32 O.aQ-O.76-0･la5-Q.,9 1･14 0.21-1.21 
-o ･ 75-2 ･ IQ-1 .54-2 .3!,-1 ･50-1 ･c~-o .57-1 ･ 35 5･ a7 

-G･65-1･6o-O･78-1･55-O･09-1･49 Q.a6-0･Jr4 O･7Q 
C ･80-a･38 ･1 . 38-a･ 28-1･66-1･95-Q .A3-1･3a 2 .7a 

-0･51-a･Q8-Q.77-1.,91-1･3~-1.51 0.17-Q.7~ 1･49 
-o･75 0.63 0.61 1･ll O.a7 0.53 O,al O･54-1･o9 
a･a3 1･8a-o.17 Q.6a 1･15 1.Ill-1･3/t-0･Oa 1･51 
Q･41-a･Ol-1･59-2.a7-1･1,4-1.54-Q.5O-1･3a 1･89 

-1･17-1 ･30-0.5A-1･2Q-0.79-1.a3 O.71-O.29 0.31 
-6･15 0･13-0,16 Q.18-0.al-O･28 0.15-0.O6-0.9'T 
-1･oo c･80 0.34 1･1a 0･36 Q･21 O･a7 Q.53-1･~7 
-O ･56-0･ 38-Q .~O-0･27-0.50-0･116-Q .35-Q.3Q 1･35 
la65 1･82 O.Jt'a 1･27 1.41 1･5'O-0.73 o.G6-0.･5C 
5･Q5-a･ 28-1 ･08-a. 94-1 ･9~-1･ 76-O ･ 99-1･9a I ･73 

l･79 1･76 0.30 l･oe 1.2a l･A9-Q.93 O.37-0.S8 
-O ･~6-1 ･ 19-O , 17･･1 ･ Q3-O ･ 74-1 ･ 05 O . 08-0. 20-1 . Ia 

-1･18-1･40 o.Q3-0.95-O'･59-1.14 1･13 Q･O8-1･27 
Q ･55-2 . a6-1･ 32-2 ･ a~-1 ･5Jr_1 ･69-Q . Z9-1 ･ 26 1 ･ 16 

4･aO 1･36-0･26 0.53 0･77 l.a3-1･65-0.a8･･Q･O3 
3･65 l･a5-0.oa 0.64 0･8a 1･13-1･3a O.O6-o.50 
l･a5 6･25 1･99 5･66 3･59 4･6~-1･16 1･90-a･~l 

-o･Qa l.,9 1･7ce e･21 1･5a 1.98 O.al 1.47-2･o5 
Q･64 5･6e a.al 6.Qo 3･al 4･le-0.75 2･08-2･91 
0･8a 3･59 1.52 5･21 a･51 2･9Q-Q･4a l･f,6-1･90 
l･13 4･64 1･98 4.18 2･90 ~･oo-O.76 1･70-a.z5 

-1･3Z-1･16 o.al-0.75-o･4a-.Q.76 1.18 O.Q8-1･oa 
Q.a6 1･9Q 1.47 a･Q8 l･~6 1.7Q O･do 1.37-1･81 

-o .5O-a.41-a . 05-a ･91-1 ･ 90-a . aJr_1 ･ Qa-1 ･81 6 ･67 

~f~ 5 ~: i~~~:~~~-,_ J:: ;~ ::~~~~t~~.~. 

,ow, ~,,~ : ~l' ~v7 ~y:p ･ '･,8"･ 1"ePt,t ,,,e,, 

e 7 e ･ Io ll lz i3 14 15 16 17 ･0.43 o.13-0.al 0.31 O.ao-0.53-0.64 0.43 O.ao-0.5a 0.3. 0.43 

31 32 33 34 35 36 37 38 3･ ~0 41 ' 42 0.70-0.28-0.3G o.18 0.8a-0.1G-0.81 o.~l-0.74-0.14-0.91 0.15 

(~~~) 6D~~:~¥~~P~I~~:~ 17 h /~ ul 

18 l' 20 al 2a 23 ae 25 86 
0.15 0.17-0.25 o.le-0.8a '0.87 8.la 0.8~ o.09 

A3 '~5 4･ 50 54 75 ~8 80 83 
O . 37-0 . o!-1 . 28-1 . 19-1 . 62-0 . 7a-1 . 66-1 . 02-1 .48 

a 7 2 8 e , SO 
0.35 1.911 O.q5 t,e7 

8e ' 87 88 
0.3!-o.G4 a.19 

1985~~ I )~: 27 



28 農業利用における小規模風エネルギーのメッシュデータによる評価方法の研究

第6表各観測地点および予測地点（塩尻）の総合
　　　　数量．

第7表　目的変数に対し各数量に与える回帰係数．
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第8表 塩尻の風エネルギー供給時間予測値
（時間／8時間）．

季節，時間帯
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1～8

9～16
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り，平均供給時間1‘を説明づける軸に相当すると考え

られる．事実，数量Xの第1軸では，強風地点（第3

報）の数量が小さい．

　最終結果の予測値を第8表に示す．平均供給時間約

10・8時間／日，季節別にいうと春に供給時間が多い．

，2・，3．3．予測モデルと手法の間題点

　本研究は統計的方法を軸とした試論を意図したので，

手法の考慮に際しても，予測費用は主題の外においた．

28

　　　　　1～8

　　　　　9～16
年平均
　　　　17～24

　　　　　1～24

予測値（時間）

2．75

4．74

3．27

10．76

3．12

6．30

3．98

13．40

1．98

4．76

2．44

9．18

2．57

4．83

2．64

10．04

2．60

5．16

3．08

10．84

注）1～24には，1日あたりの供給時間を記した．

しかし予測をめざす以上，その実用化へ向けての考察を

欠くことはできない．モデルと手法とに限定して述べれ

ば，モデルの間題とは主として予測確度の間題であり，

、天気”32．1．
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第9表　標高データなどによる説明変数に与える推定値算出のための係数．

説明変数

目的変数

遮蔽度Xゑ

非山地特性X4

谷筋の遮蔽度X7

非山地・低地の遮蔽度論

山地森林度Xも

傾斜地の遮蔽度Xlo

季　節　別

1月

　0．29

　1．05

　0．49

－1．82

　0．30

　0．28

4月

一〇．00

　0．33

　0．27

－1．40

　0．49

　0．15

7月

一〇．18

　1．09

　0．30

－1．92

　0．43

　0．14

10月

　0．11

　1．10

　0．42

－1．88

　0．45

　0．17

昼　夜　別

アサ

　0．11

　1．99

　0．45

－2．51

　0．51

　0．20

ヒノレ

一〇．13

－0．14

　0．40

－0．66

　0．57

－0．01

ヨノレ

　0．17

　0．82

　0．26

－2．08

　0．18

　0．36

手法の繁雑さはしばしば予測計算時間を長くする．海岸

地点と比べ，モデル，手法のいずれも，内陸においては

問題を残すといえる．

　1）予測モデルについて

　模擬予測の結果からいうと，3章で述べるように昼夜

別の予測的中率が低いこと，強風地点のうちでもとりわ

け供給時間の多い，諏訪，辰野，野辺山，飯島のいずれ

も的中していないことが問題点としてあげられる．これ

らを通じ，全体として予測的中率の向上が必要であるこ

とはいうまでもない．

　予測モデルは13変数を用いたが，このうちの7変数は

類似性行列により，セル（第2報）単位による地形分類

データのパタンを表す，という以上の内容は不明のまま

である．しかし複数の類似性行列を使用したことは，1

個の使用に比べ，予測的中率の向上と説明変数の数の減

少に役立つものであった．

　標高データなどによる変数については，第4報で述べ

たとおり，地形因子解析法の考え方を参照し具体的な変

数内容の決定は主としてデータ観察による．内陸におけ

るデータ観察では，地形が風に与える影響は海岸よりも

複雑であり，森林度，遮蔽度なども他の地形の如何によ

って，影響が異なることが認められた．したがって，交

互作用効果の変数を多く使用することとなった．

　前報で述べたように，第1表のようなデータ行列をも

つ説明変数については係数を算出できる．第9表に示し

たのは，49観測地点の推定値算出の際の係数であり，前

報の式（16），（17）におけるBE♂である．これらの

数値についてモデルの正否を論じ得る知見をほとんど見

出してないが，以下で簡単に考察結果を述べる．

　遮蔽度が4月，7月およびヒルを除き正値であるの

は，モデルの欠点と解される．先にもふれたように，遮

蔽効果は他の地形条件によって変わる部分が多く，非山

地では強く風をさえぎるが，谷筋または傾斜地の地点で

1985年1月

は，遮蔽がむしろ風を強めることが示される．山地の地

点は一般に非山地よりも弱風であるが，森林度が若干風

を強める方向で働く．山地森林度は，山地と非山地にお

いて森林度の効果が異なるため導入した変数であるが，

非山地でかつ低地の地点では特性値が負となるため，低

地では森林が風を弱めることも同時に示している．山

地，非山地と土地利用状況との交互作用を示す変数は他

にも作成したが，いずれも効果をあげ得なかった．しか

し再検討の必要もあろう．このほか，変数内容の検討を

要するものとして，谷筋特性がある．両側山のあるパタ

ソとして，たとえば10101なるパタンは除外することも

考えられる．

　本報で確定した予測モデルとほぼ同じ的中率を得たモ

デルに，遮蔽度，傾斜特性，谷筋の遮蔽度および非山地

森林度の組み合わせがある．

　類似性行列を使用しない予測モデルを構築すること

も，重要な検討課題であろう．予測手法として通常の回

帰主成分分析が適用できれば，予測費用は著しく軽減さ

れる．

　2）予測手法について

　多く用いられている重回帰手法をはじめ回帰主成分分

析においても，予測モデルが決定されれば，予測対象に

おける説明変数の各値と係数行列によって予測値が算出

できる．上でふれたように，通常の回帰主成分分析を使

用できるモデルであれば，予測値算出経過はきわめて簡

便なものとなる．

　2。3．1．で述べたように，内陸では予測対象ごとに回帰

係数を算出する．この理由は，Z，αZαが，予測地点の類

似性ベクトル8乏の影響をうけるためである．もしZ，αZα

が定数行列であれぽ行列Lも定数となり，予測手法は

簡略化される．Zノ。Z。を近似的に定数行列とし得るか否

かの検討に際しては，本報で述ぺた手法と同時に定数行

列による予測値をも算出し，蓄積する必要があろう．そ

29
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一第10表　季節別平均供給時間の予測値範囲と実測値（時間／8時間）．

1　　月， 4　　月 7　　月 10　　月廻点
養号 地点名 予測値の範囲 実測僅 予測値の範囲 実測僅 予測値の範囲 実測値 予測値の範囲 実測廼

最大値　最小廼 最大笹 最小値 最大植 最小値 ’
最 大儘 最小値

2．5 1．5 1．41．0
3．0 5．3 4．0 3．5
2．0 4．4 3．3 2．4
2．6 4．0
3．2 5．1

1．8
4．3

2．1
3．6

4．0 3．3 2．92．0
0．4
3．O

1．4
4．8

0．6
2．7

0．3
3．3

5．3 3．84．3
2．3 4．0

4．1
2．9

3．4 4．3 3．1
2．2
3．6

3．8 4．6 3．0 ：3．0

3．1 4．3 3．7
軸r

2．8，

4．8 2．9 3．4
2．9
3．3

1．2
2．1

1．3
2．2
4．3
2．4．

4．4
2．0
2．4
4．3
2．5
4．5
4．3
3．0

5．6
3．9

4．5
1．7
3．24．7 3．4・

5．9
4．5

4．9
2．7

5．3
3．2

一一 6．3
3．9 一 4．8

2．7
4．8
3．8
2．7
0．9
4．8
2．4

3．4 2．1

6
7
8
．
9
1
0
1
1
工
2
1

3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1

9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2

7
2
8
2

9
3
0
3
1
3
2
3

3
3
4
3
5
3
5
3

7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
5
4
9
5
0
5

4
7
5
7
8
8
0
8
3
8
6
8

？
8 8

野沢温泉

信濃町

飯山

白馬

長野

大町

新町

菅平

上田

穂高

東部町

軽井沢

松本

立科

佐久

奈川

諏訪

開田

楢川

辰野

原村

野辺山

木曽福島

高遠

南木曽

飯島

飯田

浪合

南信濃

大泉

韮崎

甲府

勝沼

大月

上九一色

中富

河ロ湖

山中

井川

佐久間

本川根

天竜

津川

入広瀬

小出

十日町

開山

津南

湯沢

2」3．
．
3 ．5

3．0
3．1
4．2
3．3
2．8
4．0
4．2
3．1
4．4
4．4
3．4
4．2
4．1
2．3
2．4
4．6
4．1
3．9
4．2
2．9
3．1
2．6
4．7
4．0
2．5
2．7
1．9
4．5
4．3
3．1
3．8
2．4
4．5
1．9
4．8
4．9
2．1
0．8
1．9
0．7
3．7
4．0
1．8
2．2
3．7
2．6
4．4

1．5
2．3
2．0
2．1
2．8

．2．2

1．9
2．7
2．8
2．1
2．9
2．9
2．2
2．8
2．8
1．5
1．6
3．1
2．7
2．6
2．8
1．9
2．1
1．7
3．1
2．7
1．7
ユ．8
1．2
3．0．

2．9
2．1
2．5
1．6
3．0
1．3
3．2
3．2
1．4
0．5
1．2
0．5
2．5
2．6
1．2
1．4
2．5
1．7
2．9

2．7
5．4
4．6
5．0
6．0
5．0
34？
5．3
5．5
5．2「

6．1
5．5
5．4
5．9
5．6
3．7
4．1
5．0
4．7
5．5
5．0
4．2
4．7
4．9
5．2
5．3
4．2
3．1
3．2
5．8
5．4
5．2
5．2
3．7
5．5
2．4
5．8
6．1
3．8
1．8
2．8
1．3
4．0
4．5
3．1
3．3
5．1
3．6
5．4

1．8
3．6
3．1
3．3
4．0
3．3
2．5
3．5
3．7
3．5
4．0
3．7
3．6
3．9
3．8
2．5
2．7
3．3．

3．1
3．7

’3．3

2．8
3．2
3．2
3．5
3．5
2．8
2．1
2．1
3．9
3．6
3．5．

3．5
2．5
3．7
1．6
3．9
4．1
2．5
1．2
1．9
0．9
2．6
3．0
2．1
2．2
3．4
2．4
3．6

2．5
6．0
3．5

1．5
4．3
3．4
4．3
4．6
3．4
2．2
3．8
3，．9

4．4
4．4
3．7
4．2
4．1
3．9
2．4
2．8
3．4
3．6
3．9
3．5
2．4
3．3
4．1
4．0
3．7
2．3
2．0
2．0
4．1
4．3
4．4
4．0
2．9
2．9
1．5
3．9
4．3
2．4
0．8
1．7
0．5
2．6
3．4
1．9
2．0
3．1
2．7
4．3

1．0
2．8
2．3
2．9
3．0
2．2
1．5
2．5
2．6
2．9
3．0
2．5
2．8
2．8
2．6
1．6
1．8
2．3
2．4
2．6
2．3
1．6
2．2
2．8

・2．6

2．5
1．5
1．3
1．3
2．7
2．9
2．9
2．6
1．9
1．9
1．0
2．6
2．9
1．6
0．5
1．1
0．3
1．8
2．3
1．3
1．3
2．1
1．8
2．9

5．2
3．5
2．0
1．0
5．2
2．4
0．9
2．0

1．8
3．8
3．2
3．4
4．0
2．9
2．8
3．6
4．0
3．4
4．5
4．3
3．6
4．3
4．2
2．0
2．6
4．0
4．4
3．6
3．7
2．6
3．4
3．0
3．8
3．5
2．5
2．3
1．7
4．2
4．2
3．5
3．4
2．2
3．9
1．6
4．5
4．5
1．9
0．7
1．3
0．1
3．9
3’．5

1．7
2．1
3．5
2．1
3．9

1．2
2．5
2．1
2．3
2．？
1．9
1．8
2．4
2．7
2．3
3．0
2．8
2．4
2．9
2．8
1．3
1．7
2．6
2．9
2．4
2．5
1．7
2．3
2．0
2．5
2．3
1．6
1．5
1．1
2．8
2．8
2．3
2．2
1．5
2．6
1．1
3．0
3．0
1．3’

0．5
0．9
0．1
2．6
2．3
1．2
1．4
2．3
1．4
2．6

1．4
5．4
1．6

1．7
1．4

2．2 1．1　

2．9 1．5，
　一4．5 4．4 2．7 3．9
3．1 4．6 、3．2 2．8一
2．6 3．8 3．0
1．2
1．4
3．9

3．1
1．7
4．7

2．5
0．5
3．8
3．3
3．8

2．0
1．7
0．6・

3．8
1．3 1．4「

4．0
3．5
4．9 3．5

1．4
1．5

　1碑2．8
2．3
2．8
2．3

2．0
1．7 1．2，

1．7
1．3

1．7

1．9
1．3

3．0
2．3
2．9
2．7

3．6
3．4

2．4
2．2

0．8
0．9
1．8

1．2
1．4
2．2

1．0
1．1
0．8
2．6

3．4
，1．9

0．9
1．2
1．4

3．3 3．7 3．4
4．1
3．1

4．5
4．3

3．5
3．6

4．3
3．4．

、

して簡略化の検討は，予測値算出を要する頻度，予測の確

度そして費用などをもふくめて考慮されねばならない．

3．観測地点の模擬予測値と予測的中率

第10表に，実測値フ砂とその模擬予測値の上，下限値

を，予測的中の場合は』ヲザに下線を付しで記した．予測

的中の定義は，第4報の4章で述べたとおりであり，2

30

季節以上的中した地点数は32（65．3％）である』第11表

は，同じくツ乞・・について示したが，的中地点31（63．3

％）となる．叉・ゐについての表は省略するが，2う以上

の時問帯が的中する地点数は23（46．9％）でしかなく，

とりわけアサの的中率が低い．1また，天龍におけるアサ

め予測値が負値となづた．今後，モデル修正の方向の1一

つに，昼夜別予測値の向上があげられよう．また，第10

職天気”321－1．
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平均供給時間の予測値範囲と実測値および
推定値（時間／8時間）．

地点

番号

地点名 予測値の範囲 実測他 推定値
最大値 最小値

　6

　7

　8
　9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
45
49
50
54
75
78
80
83
86
87
88

野沢温泉

信濃町

飯山

白馬

長野

大町

新町

菅平

上田

穂高

東部町

軽井沢

松本

立科

佐久

奈川

諏訪

開田

楢川

辰野

原村

野辺山

木曽福島

高遠

南木曽

飯島

飯田

浪合

南信濃

大泉

韮崎

甲府

勝沼

大月

上九一色

中富

河ロ湖

山中

井川

佐久間

本川根

天竜

津川

入広瀬

小出

十日町

開山

津南

湯沢

2．1
4．3
3．6
3．9
4．7
3．6
2．9
4．2
4．4
4．0
4．8
4．5
4．1
4．6
4．5
2．6
3．0
4．2
4．2
4．2
4．1
3．0
3．6
3．6
4．4
4．1
2．8
2．5
2．2
4．7
4．6
4．1
4．1
2．8
4．2
1．9
4．8
4．9
2．6
1．0
1．9
0．？
3．6
3．」一9

2．1
2．4
3．9
2．8
4．5

1．4
2．8
2．4
2．6
3．1
2．4
1．9
2．8
2．9
2．7
3．2
3．0
2．8
3．1
3．0
1．7
2．0
2．8
2．8
2．8
2．7
2．0
2．4
2．4
2．9
2．8
1．9
1．7
1．5
3．1
3．0
2．7
2．7
1．9
2．8
1．2
3．2
3．3
1．7
0．7
1．3
0．4
2．4
2．6
1．4
1．6
2．6
1．8
3．O

1．6
3．9
3．0
2．6
4．1
3．0
0．6
3．5
4．4
2．9
3．6
3．6
3．5
3．9
1．8
2．5
4．7
2．6
4．0
5．1
3．3
5．3
3．5
2．6
1．5
5．4
2．5
1．5
1．9
3．9
3．4
2．8
2．1
1．1
4．1
2．4
4．0
2．0
1．7
2．4
1．8
3．1
2．6
1．0
1．2
1．6
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4．1
3．6

1．7
3．6
3．0
3．2
3．9
3．0
1．9
3．5
3．8
3．2
4．0
3．7
3．5
3．9
3．4
2．3
2．9
3．2
3．7
3．7
3．4
3．1
3．2
2．9
3．1
3．8・

2．4
1．8
1．9
3．9
3．7
3．2
3．1
2．0
3．9
1．8
4．0
3．8
2．0
1．4
1・．7

1．4
2．．8

1．8
1
． ．6

1．9
3．2
3．1
3．7

表，11表ともに的中しなかった地点として，諏訪，辰野，

野辺山，飯島の最強風地点があげられる．これらの予測

値はかなり低く，第11表に記した推定値も，海岸の場合

と同様に若干改善されているが，やはり低い．このこと

はモデルの弱点であるが，先の第1表における変数の範

囲では・改善は困難と思われる．また，たとえば，諏訪

が強風であるのは諏訪湖のためと思われるが，大きな湖

の湖畔地点は他にないため，この条件をモデルに反映す

るには研究対象域拡張の検討も必要となろう．
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　4・推定の精度と予測の当否
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　重回帰手法において，目的変数〃と推定値〃との

重相関係数の2乗（1～2）は，推定の精度を表すといえ

る．しかしノ～2の高低が予測の当否を反映するとは限ら

ない．先に橋口ら（1980，1983）は，数量化1類による

イネいもち病予測の際の具体例で，この事実を示した．

　回帰主成分分析における推定の精度は，P×五の目的変

　　　　　　　　　　　　　　ハ数行列歎アの推定値の行列rとするとき，yrノお
　　　ム　ハ
よびryノの各対角和の比率に相当する．海岸，内陸

ともに，確定したモデルについてのこの比率は50％前後

である．他のモデルで，70％程度の対角和比率を得たも

のもあったが，このモデルの予測的中率はかなり低いも

のであった．回帰主成分手法による予測においても，推

定の精度は必ずしも予測の当否を反映しないと考えてよ

いであろう．模擬予測による予測的中率の高低でモデル

を選択したのは，このためである．

　模擬予測の方法として，モデルのパラメータ（係数）

を算出する地点群と，この係数より模擬予測値を求める

地点群とに，観測地点を分けることも考えられる．しか

し本研究では観測地点が少ないため，順次1地点ずつの

模擬予測値算出法をとった．

　Allen（1971，1974）は，重回帰分析における変数選

択の基準として，順次1地点の（模擬）予測値による予

測残差の平方和を用いることを提唱した．回帰主成分分

析において，上の予測平方和の最小化に相当するのは，

予測対角和比率の最大化であろう．今後この方面の研究

も必要と思われる．

　終稿となる次稿で，予測システムについて述べる．
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